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北海道・阿寒湖温泉

沿革
阿寒湖温泉は北海道東部に位置する湖畔の温泉地。

一帯は阿寒国立公園に指定され、雄阿寒岳、雌阿寒岳
などの活・休火山とオンネトー、ペンケトー、パンケ
トーなど大小の湖、亜寒帯性の原生林が独特の景観を
作り出している。
阿寒湖は火山の陥没によりできたという火口原湖

で、周囲２６�。特産のマリモは明治２７年に発見され、
昭和２７年、国の天然記念物に指定された。完全球体の
マリモはここ阿寒湖にしか生息しない。このほかアメ
マス、ヒメマス、ワカサギなどの淡水魚が生息し、釣
り客のターゲットとなっている。湖上を巡る遊覧船も
人気。
温泉街には北海道で最大のアイヌコタン（先住民族

の集落）があり、民芸品の販売や舞踊などのイベント
を行っている。
温泉地はもともと周辺で林業に従事する人々が体を

休める湯治場で、観光地としては鉄道駅が近い近郊の
川湯温泉や弟子屈温泉が先行して発展していった。
転機となったのは飛行機の利用が一般的となった昭

和４０年代。首都圏、関西など大都市圏からのツアー客
が増え、多くの旅館・ホテルが並ぶ一大観光地に成長
した。

近年は同温泉の町づくり事業が国土交通省の観光ル
ネサンス事業に選定されたほか、日中韓観光大臣会合
の会場に選定されるなど、国家的プロジェクトの舞台
になっている。
現在、旅館・ホテル数１７軒。１日の宿泊キャパシテ

ィは約５千人。

温泉
阿寒観光協会のホームページによると、「温泉の歴

史は意外に古く、安政５年（１８５８年）北海道の名付け
親である松浦武四郎がこの地を踏査したときに、既に
先住のアイヌの人々が利用しており、明治４５年には今
の『ホテル山浦』が開業しましたが、本格的な発展は
大正１０年に国立公園候補地となり、昭和９年に国立公
園に指定されて以後のことです」という。
泉質は単純泉、硫化水素泉で、源泉の温度は３８～８５

度。神経痛、リューマチや疲労回復、慢性関節炎など
に効果があるといわれる。

入り込み状況

阿寒町（現在は合併により釧路市）の資料によると、
同町の観光客入り込み数は、昭和３５（１９６０）年に３１万
７６０８人。以来、順調に推移し、昭和４０（１９６５）年に５０
万人、昭和４４（１９６９）年に７０万人、昭和４６（１９７１）年
に８０万人を突破。昭和４８（１９７３）年は１００万人の大台
を突破した（１０７万５３９３人）。
平成２（１９９０）年は１５０万人を突破。その後しばら

く１４０～１５０万人台で停滞したが、平成９（１９９７）年、
前年を２０％上回る１８０万人を記録。翌平成１０（１９９８）
年は１９３万７０３２人を記録し、観光客数はピークを迎え
た。
しかし、観光客数はその後減少。平成１２（２０００）年

に前年を１３％下回る１６７万９５２１人となり、その後は１５０
万～１８０万人台で推移している。直近の数字は平成１７
（２００５）年の１５０万３８３５人。
阿寒湖温泉を含めた町内の宿泊客数は昭和３７（１９６２）

年に１８万１０９人。その後順調に増え、昭和５４（１９７９）
年に５０万人、平成元（１９８９）年に８０万人を突破。平成
１０（１９９８）年は１００万２６１８人と、調査開始以来初の大
台を突破した。ただ、平成１２（２０００）年は８６万５０８０人
と、前年から１３％減少。その後は８０～９０万人台で推移
し、１００万人の大台には一度も達していない。直近の
平成１７（２００５）年は８４万６３１８人。
観光・宿泊客数の減少は平成１２（２０００）年の航空法改

正が影響している。航空会社の路線への参入規制が廃

止、運賃が認可制から事前届出制となった。航空会社に
よる路線の開設・撤退が容易となったため、最寄りの釧
路空港に就航する定期便の総座席数が２～３割減少。同
時に運賃が約２割上昇した。低価格で大量に販売する
メディア系の旅行商品が一挙に減り、団体客に依存し
ていた旅館・ホテルを中心に大きな打撃を受けた。

活性化策
「阿寒湖温泉活性化戦略会議」が２０００年発足した。

旅館経営者や観光、町づくりの専門家などで組織する
もので、２００３年、活性化に向けたビジョン「阿寒湖温
泉再生プラン２０１０」を策定した。
ビジョンでは、個人化など新しい旅行動向への対応

が遅れたという反省を踏まえ、ソフト・ハード両面で
構造改革を推進、計画最終年度の２０１０年に「２泊３日
できるレイクサイドリゾート」を目指すものだ。
�阿寒湖岸の公園化�足湯・外湯の整備�温泉街の

景観づくり�キャンプ場の整備�観光・タウン情報セ
ンター（仮）の整備�温泉街の交通システムの改善�の
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プロジェクトの実行部隊は「ＮＰＯ法人阿寒観光協
会まちづくり推進機構」。発足当初は「阿寒湖温泉ま
ちづくり協議会」の名称だったが、機能と予算、人材
の効率化を狙いに２００５年、町の観光協会と合併した。
機構は組織基盤の強化のため法人格も取得した。
「できることから」のコンセプトで事業に取り組み、

そのシンボル事業として２００１年、町民による「花いっ
ぱい運動」を推進した。
女性による組織「まりも倶楽部」も２００１年発足した。

観光関係者に限らず、広く町内在住の女性で組織。地
元の食材を使った料理のレシピ集を作成したほか、手
作りの観光地図や店のガイドブックを作成するなど活
動を多方面に行っている。日中韓の観光大臣会合では
メイン会場の装飾を担当。一連の活動は内外から評価
され、農林水産省主催の「食のアメニティコンテスト」
優良賞や、地元新聞社主催の「北のみらい奨励賞」を
受賞した。
ビジョンは３年に１度見直し。成果と問題点を検証

し、計画を微修正している。
ビジョンは現在進行形だが、湖岸整備など課題を一

つひとつ着実にクリアしている。明確な目標ができた
ことで住民のモチベーションが上がり、観光大臣会合
など国家的プロジェクトの誘致にもつながったと地元
の関係者はみている。
地元では、町の観光予算にとらわれず、旅館・ホテ

ルなど民間で資金を拠出し基金を創設。観光のインフ
ラ整備に充てる計画だ。アイヌコタンや商店街の改装
に使うという。
阿寒湖の周囲２６�は、温泉街の１�を除き手付かず

の原生林が広がっている。そのため同温泉地は「日本
一酸素濃度の高い場所」と近年評価されている。この
評価を受けて同温泉では森林浴ウォークやカヌーなど
新しいアウトドアメニューを作成し、観光客に向けア
ピールしている。

群馬県・草津温泉

沿革
草津温泉は下呂（岐阜県）、有馬（兵庫県）ととも

に「日本三名泉」のひとつに数えられる名湯。観光経
済新聞主催の「にっぽんの温泉１００選」（旅行業社員
による温泉地の人気投票）では直近の平成１８（２００６）
年まで４年連続１位を記録。その地位を確固たるもの
にしている。
草津町のホームページによると、その成り立ちは次

の通り。
「草津温泉は古くから人々に愛され、人々を癒して

きた名湯。日本武尊や行基、源頼朝の開湯伝説をもち、
日本最大の湯量と優れた治癒効果を誇るだけに、戦国
時代には多くの武将が湯治に訪れ、また江戸時代には
文人、歌人をはじめ、年間１万人を超える来浴者が往
来し、『草津千軒江戸構え』と詠われるほどの賑わい
をみせた。徳川八代将軍吉宗も草津の湯を江戸城まで

運ばせて入浴したと言われ、古くから栄えた温泉町で
す」。
神話時代からの古い歴史を持ち、中・近世は戦国武

将が傷を癒したり、庶民が疾病を治すことを目的に訪
れた湯治場だった。近年は湯治場的要素に加え、温泉
保養地としても発展。現在、旅館・ホテル約１００軒、
ペンション・民宿約５０軒が建ち、１日の宿泊キャパシ
ティは約１万２千人を数える。宿泊施設は大型旅館か
ら小規模旅館、高額施設からリーズナブルな施設まで
バラエティに富んでおり、団体から個人まで幅広い客
層の志向にこたえている。

温泉

草津温泉旅館協同組合の資料によると、草津は自然
湧出泉に恵まれており、その湯量は町全体で１日約４７
００万�と、日本一を誇る。
いくつかの源泉がある中で、最も有名な「湯畑」は

毎分４千�を自然湧出している。泉温は５３度と高温の
ため、自然の冷気で冷ましてから周辺の旅館や共同浴
場に湯を送っている。
泉質は酸性・含硫黄―アルミニウム―硫酸塩・塩化

物温泉。強酸性のため、殺菌力が極めて強い。主な効
能は神経痛、筋肉痛、関節痛、皮膚病など。
温泉街には旅館・ホテルのほか、１８の共同浴場があ

り、観光客に開放している。観光施設として、名物の
湯もみショーを上演する「熱の湯」が人気。

入り込み状況
草津町の資料によると、平成１８（２００６）年の年間入

り込み客数は２８９万８３０７人。このうち宿泊客数は１８５万
７８３１人、日帰り客数は１０４万４７６人。ともに前年比３％
程度減少している。
昭和４５（１９７０）年に１６７万人だった入り込み客は、

翌４６（１９７１）年に２２９万人と、２００万人を突破。以来、
昭和５８（１９８３）
年（１９６万人）
を除き、常に
２００万人以上
の数を維持し
ている。平成
６（１９９４）年
は３０７万人と、
初めて３００万
の大台を突破
した。平成１７
（２００５）年は２
回目の３００万
人突破（３００
万１６２９人）。

入り込み数はここ１０年来、３００万人弱と、大きな波も
なく、安定して推移している。
ただ、町のスキー場の入り込み客数はピーク時の約

９０万人から約３０万人と３分の１に減っている。実数で
６０万人の減少。しかし、町全体の観光入り込み客数は
ピークの年とほぼ変わらない。スキー客の落ち込みを
温泉入湯客がカバーしていると、地元の観光協会はみ
ている。

活性化策
平成９（１９９７）年から３カ年をかけ、「草津温泉ブ

ラッシュアップ計画」を策定した。
町、観光協会、旅館協同組合、商工会に加え、大手

旅行会社の協定旅館連盟の支部・地区会、旅館女将の
会「湯の華会」をメンバーに「草津温泉ブラッシュア
ップ計画協議会」を組織。財団法人日本交通公社が協
力し、温泉地を磨き上げるための行動計画を策定した。
目指すべき目標像は、１年次に「もう１泊したくな

る草津温泉」、２年次に「国際的な温泉・高原リゾー
ト草津温泉」。最終的な目標像に「古さと新しさを兼
ね備えた新湯治場」。
重要プロジェクトとして�全員セールスマン活動�

個人看板の撤去と統一標識整備�駐車場・シャトルバ
ス、歩行者空間整備など交通計画�あいさつ運動・朝
のお掃除運動�農家を交えた料理研究会�住民各種活
動との連携―ボランティアガイド�住民各種活動との
連携―練習風景（噴火太鼓、草津節の踊りなど）の見
学化	温泉資源見直しと新温泉文化創造―泉質見直し
研究、入浴法の継承システム、祭りや町内各施設の由
来研究など
新国際交流―人的交流から産物交流へ
を掲げた。
例えば、全員セールスマン活動は、「町役場の職員、

観光協会、旅館組合の会員等、観光に携わる一人一人、
また町民全員が『草津のセールスマン』という意識を
持ち、草津町の外に出るあらゆる機会をとらえて、草
津温泉の観光パンフレットやイベントパンフレット等

阿寒湖温泉街

草津温泉の湯畑

湖岸は遊歩道として整備されつつある

共同浴場が街の至る所にある

北海道最大のアイヌコタン

湯もみショーを上演する「熱の湯」

温泉街には手湯も新たに開設
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全旅連厚生部会（大木正治部会長）
の２１世紀型温泉地問題委員会（斎藤
宗武委員長）は０６年度事業として、
「今、注目を浴びている元気な温泉
地」の調査を観光経済新聞と共同で
実施した。そのレポートを紹介する。

を国、県等の機関や旅行エージェント、ＪＲ等の観光
関連業者に持参することを徹底することが重要であ
る」としている。
また「トップセールスも重要であり、町長、観光協

会長、旅館組合長はそれぞれの機関（国、県等上位機
関の出先機関、業界団体、運輸機関、旅行エージェン
ト等）の長とのコミュニケーションを普段から密にと
り、イベントなどへ彼ら自身を誘客することも求めら
れる」としている。
草津温泉のトップセールスは徹底しており、平成１２

（２０００）年から毎年、町長をはじめ、議会、業界など
町のトップが東京の旅行業者や報道関係者を訪問、誘
客を訴えている。またインバウンドも視野に入れ、中
国、シンガポール、オーストラリアなど海外へ毎年宣
伝隊を派遣している。
ブラッシュアップ計画協議会で重要な位置を占める

女将会「湯の華会」は、「おかみさんおすすめのお散
歩マップ」を作成した。会のメンバー自身が町を歩き、
魅力に感じた点を一言コメントとして掲載している。
マップでは、坂道や狭い道が多い草津温泉の弱点を

長所としてとらえ、「曲がりくねった道の狭さが浴衣
がけでぶらぶら歩くのにちょうどいい」と訴えている。
草津温泉は近年、「泉質主義」をキャッチフレーズ

に掲げ、宣伝に広く活用している。同温泉の代名詞と
もなったこのフレーズは、スキー客が減少する中で、
冬季の誘客対策、イメージアップ戦略の一環として平

成１３（２００１）年１２月に発表した。「強力な殺菌力を誇
り、自然湧出量日本一を誇る温泉を源泉かけ流しで使
う」というアピールは多くの温泉ファンにインパクト
を与え、温泉地のブランド向上につながることとなっ
た。

大分県・別府温泉

沿革
別府温泉は別府、浜脇、観海寺、堀田、明礬（みょ

うばん）、鉄輪（かんなわ）、柴石、亀川という、別
府市を代表する８つの温泉地の総称。通称「別府八湯」
と呼ばれる。各温泉地は市内に点在し、成り立ちや雰
囲気もそれぞれ異なる。
主な温泉地の特色は次の通り（別府市のウエブサイ

トから）。
別府温泉「伊予国風土記に『速見の湯』として記さ

れているが、本格的に脚光を浴びはじめたのは江戸時
代である。明治に入ると別府湾の築港、日豊本線や別
大電車の開通、また掘削技術の導入等で泉源数、温泉
施設・温泉宿とも増加した。さらに大正・昭和と温泉
施設も充実、次第に市街地が拡大されて別府八湯の中
心となる」。
観海寺温泉「温泉場としては鎌倉時代に発見され、

海抜１５０�、別府八湯のうちでも一番見晴らしがよい。
昭和６年の大火後、復興し、観光温泉場として急速に
発展。現在では別府を代表する大型リゾートホテルが
立地する」。
鉄輪温泉「鎌倉時代『玖倍理湯の井』といわれた荒

地獄を一遍上人が開発。その一遍上人創設の『むし湯』
付近が鉄輪の中心地で、狭い道の両側には、多くの共
同浴場、旅館、土産品店がひしめいている」。
宿泊施設数は全体で２７８軒（平成１７年１２月現在）。この

うち旅館・ホテル２０５軒、民宿８軒、公共宿泊施設７軒、
その他５８軒。１日の宿泊キャパシティは約２万人。

温泉
源泉数と湧出量は日本一を誇る。環境省資料（平成

１５年）によると、源泉数は２８３８あり、２位の湯布院（８３８）
を抑えてトップ。湧出量は１日１３万７２０８��で、これ
も２位の湯布院（６万１６０７��）を抑えてトップに立
っている。
泉質は１１の泉質分類のうち、放射能泉を除く１０種類

が確認されている。
八湯には旅館・ホテルのほか、バラエティに富んだ

公衆浴場が整備されている。別府温泉のシンボル的存
在の竹瓦温泉は、レトロな雰囲気が観光客の人気を集
めている。

入り込み状況
別府市の統計によると、平成１７（２００５）年の宿泊客

数は３９２万５１９０人。前年を約４千人上回った。日帰り
客を含めた観光客全体は１１７３万５７４１人で、前年比約１７
万人の増加。
宿泊客数は昭和３８（１９６３）年、１４４万人に過ぎなか

ったが、昭和４１（１９６６）年に２００万人、昭和４３（１９６８）
年に３００万人、昭和４５（１９７０）年に４００万人を突破。昭
和４６（１９７１）年は５００万人の大台を突破した。ピーク
は昭和５１（１９７６）年の６１３万１５２３人。
宿泊客数はその後漸減。バブル期に一時盛り返し、

昭和６１（１９８６）年から３年連続で前年を上回ったが、
再び減少。しかし、ここ１０年間は年間４００万人前後で
落ち着き、大きなブレはみられない。

以前は修学旅行客が多く、昭和３８（１９６３）年は観光
客６９３万人のうち１０２万人を修学旅行客で占めた。修学
旅行客は昭和４５（１９７０）年まで年間１００万人を超えた
が、その後大きく減少し、平成１７（２００５）年は４万５
千人まで減っている。
日帰りを含めた観光客数は平成３（１９９１）年の１２４８

万人から、２年後の平成５（１９９３）年に１０８３万人に激
減。しかしその後盛り返し、多少の波はありながらも
再び上昇傾向が続いている。

活性化策
別府八湯温泉泊覧会「ハットウ・オンパク」が、誘

客と町の活性化に実績を挙げている。
ＮＰＯ法人ハットウ・オンパクが主催。平成１３（２００１）

年１０月に第１回を開き、以来、年２回のペースで続い
ている。
町歩きや温泉巡り、料理体験、ビューティーセミナ

ー、社交ダンス講座など、町にある素材を生かした、

「温泉」「まち」「自然」「食」「健康と美」をキー
ワードにした小規模イベント・教室・ガイドツアーを、
２～３週間の期間中、約２００件開催している。
１０年ほど前から増えてきた有志による町おこしイベ
ントを集約。総合的にプロデュースした。
最も受けているイベントのひとつが、路地裏の散策

ツアー。別府には戦争の被害を受けていない一角が今
でも残っており、この古い町並みをボランティアガイ
ドの案内で散策する。特に竹瓦温泉界隈の路地裏散策
は人気の定番コースとなっている。
オンパクの参加者数（イベント開催施設利用者数）

は、直近（平成１８年秋）は約４千人。うち女性が９４％
と圧倒的に多い。参加者の居住地は別府・大分で８割
を占め、リピーターが多いのが特徴。
オンパクは観光・宿泊客の誘致とともに、地元サー

ビス産業の振興も視野に入れている。イベントを通し
てサービスの人材育成を図るほか、イベントのインス
トラクターとして訪れた人材を別府に定着させ、地元
のサービス産業全体をレベルアップさせる効果も狙っ
ている。
オンパクが現在目指しているのは、オンパク型事業

の全国展開。「オンパクの取り組みにおける経験や開
発したＩＴシステムを活用して、他の地域における同
様の取り組みに対して積極的にサポートもしていき、
地域それぞれの特性を活かした地産地消、地場産業育
成型の健康・集客・交流サービス産業の創出のお役に
立ちたい」（ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク）からだ。
その第１弾として平成１８（２００６）年、北海道湯の川

温泉が湯の川版オンパクの開催を始めた。２千人を超
す参加者を集め、平成１９（２００７）年３～４月に行った
２回目のオンパクでは、３２０２人と前回を超す参加者を
集めるなど実績を挙げている。
オンパクの全国展開は、別府のマーケティング戦略

の一環でもある。オンパクのイベント参加者は、希望
者のみに限定されるが、「オンパクファンクラブ会員」
として主催者のデータベースに登録される。この顧客
データは次回のイベント開催に向けて、ＤＭなどに活
用される。
現在、別府では約４３００人の顧客リストを持っている

が、このうち
県外客は約２
割にとどまっ
ている。宿泊
需要の開拓に
は、県外客の
さらなる誘致
が必要。別府
では、オンパ
クの全国展開
により、全国
各地のオンパ
クに参加した
客に次のイベ
ント情報を発

信、全国からの誘客につなげたい考えだ。別府では、
オンパクの運営・集客を支援するＩＴシステム（ＡＳ
Ｐシステム＝インターネットを活用した情報処理サー
ビスのアウトソーシング）を構築しており、同システ
ムを他地区に提供することで、他地区におけるオンパ
クの運営、集客をサポートする。

狭いが趣のある温泉街の道路

新潟県・松之山温泉

沿革
松之山温泉は新潟県中越地方に位置する山間の温泉

地。東京からのアクセスは上越新幹線越後湯沢駅から
ほくほく線に乗り換え１時間弱、まつだい駅で下車し、
ここからさらに車で約２０分の道のりとなる。
長野県との県境に近く、日本を代表する豪雪地帯で

知られる。山の傾斜を利用して作られた棚田は同地域
の代表的な風景。近年は日本を代表する里山風景とし
て写真撮影の格好のスポットとなっている。
付近にはこのほか、美人林と呼ばれる樹齢８０年のブ

ナの原生林が広がり、森林浴や自然学習の場として、
広く一般に開放されている。これら松之山の自然と、
自然の中に生息する動物、雪国で生きる人々の文化を
調査・研究する科学館「森の学校キョロロ」は松之山
を代表するスポットとなっている。
温泉は、「今から７００年以上前の南北朝時代、一羽

の鷹が舞い降りて傷ついた羽を休めているのを木こり
が見つけ、そこにこんこんと湧く熱泉を発見した」と
の伝説が残っている。「室町時代、越後守護上杉家の
隠し湯であった」との言い伝えもある。
温泉地は現在、１７軒の宿泊施設で構成する。このう

ち温泉組合加盟が１２軒で、ほかは民宿や公営宿泊施設
など。１７軒で１９２室を持ち、１日の宿泊キャパシティ
は９２７人。

温泉
効能は草津（群馬県）、有馬（兵庫県）と並び、「日

本三大薬湯」のひとつといわれている。同温泉を代表
する源泉・鷹の湯は、ナトリウム・カルシウム―塩化
物温泉で、泉温９２度。無色透明だが、塩分が強く、な
めると塩辛い。適応症は切り傷、火傷、慢性皮膚病、

冷え性、疲労回復、健康増進など。
塩化ナトリウムの成分が多く、かつ、ほう酸の含有

量も非常に多い。これら成分が傷口を乾かし、殺菌す
ることが、薬効が高いといわれる要因とみられる。ま
た塩化ナトリウムには汗腺をふさぐ効果があり、その
ため温泉による熱が体の中へ中へと移動し、冬でも湯
冷めしないという効果につながっている。
近くに火山がないのに高温の温泉が自噴したり、山

の中の温泉なのに塩辛いなど、古来、松之山温泉は謎
の多い温泉とされてきた。観光協会によると、「松之
山温泉の起源は隆起運動によって閉じ込められた海水
と考えられる。それが地殻の熱伝導で温められ、断層

を一気に上昇し、湧出している」という。

入り込み状況
年間観光客数は昭和４５（１９７０）年に７万６千人に過

ぎなかったものが、１０年後の昭和５５（１９８０）年に１０万
８１００人、バブル期ピークの平成２（１９９０）年に１９万８
千人と、１０年でおよそ倍の数字を記録した。
この数字はさらに増え、バブル崩壊後の平成７（１９

９５）年は３０万２千人。平成１５（２００３）年は３７万６４９０人
と、入り込みの最盛期を迎えた。ただ、平成１６（２００４）
年は新潟県中越地震、平成１７（２００５）年は豪雪とたて
続けに自然災害に見舞われ、観光客数はそれぞれ前年
の９割程度にとどまっている。
昭和５８（１９８３）年に町営スキー場がオープン。豪雪

地帯という地勢から、「夏稼いだ分を冬食いつぶす」
と言われてきたが、通年観光地として大きな飛躍を遂
げた。スキー場のオープンに合わせて周辺道路も整備
され、冬季の道路事情が格段によくなったことも入り
込み増に拍車をかけた。
ただ、９０年代後半から同地を訪れるスキー客は激減。

平成７（１９９５）年に５万人を記録したスキー客は３年
後の平成１０（１９９８）年に２万６千人、平成１７（２００５）
年は１万９千人まで落ち込んだ。
スキー客回復の兆しは見られないが、それでも温泉

地全体への入り込みは比較的安定して推移している。
雪見風呂の魅力発信など、スキー客に依存しない冬季

の誘客態勢が整備されてきている。

活性化策
平成１３（２００１）、平成１４（２００２）年にフィルム会社

の協賛による写真展を開催した。町の風景を題材にし
た写真作品を一般から募集。素朴な里山の風景を被写
体にした多くの作品が寄せられた。これら作品は写真
雑誌などに掲載され、多くの写真愛好家の目に止まる
こととなった。以来、多くのアマチュアカメラマンが
日本の原風景を求めて、同地を訪れている。
３年に１度行われる「大地の芸術祭」も温泉地の活

性化に一役買っている。世界の芸術家が松之山を含む
越後妻有地域に集結。越後の大地を舞台に、様々なア
ート作品を制作・展示している。前回は平成１８（２００６）
年に開催した。
一連のイベントは、町の外に住む人々が、松之山の

住民に対して、地元の魅力を再認識させるという効果
を生んでいる。イベントを機会に、地域にある魅力を

発掘し、地域外に発信しようという機運が町の中に生
まれた。
その一環で現在取り組んでいるのは、地域資源のデ

ータベース化。当地の方言「だいじんがー」（大事な

ものの意）にちなみ、「ダイジンガー・プロジェクト」
と名付けた。正式名称は「住民参加型地域振興のため
のユビキタスフィールドナビゲーションシステム」。
総務省の「戦略的情報通信研究開発推進制度」による
補助金を得て、平成２０（２００８）年の完成を目指して、
現在システムの構築に取り組んでいる。
「松之山は�だいじんがー�だらけということに地

域の方々に気付いてもらい、それを世界へ自慢しても
らうための情報・発信システム」との位置付けだ。
町のタイムリーな情報を町民から集約し、ネットで

発信する。ネット上に松之山の地図を作成。地図上の
一部をポイントすれば、「今、ここでカブトムシが１
匹見つかった」「アカショウビン（鳥）が鳴いた」な
ど、リアルな地域情報を見られるものだ。松之山温泉

のポータルサイトとしての機能が期待されている。
松之山を象徴する棚田を存続させようと、温泉組合

の有志が田植え、稲刈りにも取り組んでいる。後継者
不足や高齢で、手間のかかる棚田の耕作を放棄する農
家が少なくないという。荒廃した棚田は亀裂が生じた
部分から雨雪水が入り込み、地滑りを誘発するという
危険もはらんでいる。
組合では環境保全と、重要な観光資源でもある棚田

を後世に残そうと、同事業に取り組んだ。作業はイベ
ント性をもたせ、温泉旅館の宿泊客の参加も募ってい
る。組合員と観光客の手で作られた棚田コシヒカリは、
旅館の食膳に実際出される。農作業の合間には採れた
ての山菜やきのこを使った料理が振る舞われる。青空
の下で食べるまかない料理は好評を博している。

海沿いに広がる別府温泉街

松之山温泉街

観海寺温泉

ユニークな案内板は「大地の芸術祭」で芸術家が作成

レトロな雰囲気の竹瓦温泉

湯煙を上げる源泉

「オンパク」の路地裏散策

「森の学校キョロロ」


